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三期生（学部）

医薬研究の最先端からの刺激
CIPTでの英語ディベート演習は、科
学的な内容を短時間で簡潔に述べる
など、いままでの英語学習から一歩踏
み込んだ、より学術的な実りあるもの
でした。また、米国へ渡り最先端の研
究所で働く人々の研究やその動機に
ついて直接尋ねることができたこと
も、医療分野での研究を続けたい自分
にとっては励みになる出来事でした。
CIPTで学んだことをもとにして、これ
からの医療者としてのキャリアでも
日々研鑽を重ねていきたいと感じてい
ます。
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トランスレーショナルリサーチとは
基礎研究を応用に導くまでの道のり・
導き方をCIPTで学んできた。アカデミ
アだけでなく企業の戦略や特許のこ
となど、通常の医学部のカリキュラム
ではけっして知り得ない、想像を超え
る大きな世界を見ることができた。
バックグランドが異なる人々とのディ
ベート・いつも一緒にいる友人の研究
への思い・英語での正しいプレゼンの
仕方を学ぶ授業・海外での研修とその
報告。挙げたらきりがないぐらい最初
から最後まで刺激的だった。このドキ
ドキした気持ちをずっと保っていきた
い。
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基礎と臨床の架け橋となれる
医療者を目指して
研究マインドを持った臨床医を目指し
ている私にとって、CIPTのプログラム
はまたとないチャンスでした。本プロ
グラムを通じて、最先端の研究内容や
研究環境について企業や研究所の
方々と議論する機会をいただきまし
た。志高い仲間に出会えた上に、研究
に対するモチベーションを高めること
ができました。研修プログラムで学ん
だ英語でのディベートや議論の仕方・
進め方を今後の学生生活だけでなく、
医療者となった時にも十分に活かして
いきたいと思います。
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国際社会で通用する医療者を
目指して
CIPTへの参加は、国境を超える「創
薬」を題材に、研究開発、企業活動、臨
床応用の連携の現場に触れ、各国の
制度や環境を学ぶ貴重な経験でした。
米国での研修に向け、講義からディ
ベートや英語のプレゼンまで、段階毎
に力を付けていく実感が得られまし
た。LGSの方々や他の参加学生から
も、多くの刺激を受けました。今後も
研鑽を重ね、治療学のマインドを持っ
た Physician Scientist になることを
目標にしています。
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目標の医師像を目指して
医学部入学時から、将来は臨床医学
と医学研究のどちらにも携わる医師
になりたいと思っています。そんな私
にとって、Translational Researchに
ついて様々な観点から学ぶことが出
来るCIPTの講義は非常に興味深い
ものでした。また、サンディエゴでの研
修に参加し、現地の研究施設の現場
を見学したことや研究者の方々と話
が出来たことは素晴らしい経験とな
り、自分の中で新たな目標を見つける
ことも出来ました。CIPTを通じて得て
きたことを糧に、これからも目標に向
け精進していきたいと思います。
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未だない治療を目指して
医療の進歩は著しいとはいえ、未だ十
分な治療効果が得られない疾患は数
多くあります。私はそんな既存の医療
で未解決の問題に対し、新たな治療概
念を作り出せるような医学研究者を目
指しています。今回のCIPTプログラム
にはイノベーションなど研究者に必要
な素養を養いたいという思いで参加し
ました。サンディエゴ研修を通して現
地の研究所や企業で医学が生み出さ
れていく現場を目にしたり、最先端の
研究に従事する現地の研究者と話す
機会を得られたりなどの貴重な経験
は、これからの自分の大きな糧となる
と思います。
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最前線を一歩踏み越えるために
先端治療学の発表やディベート、
CIPTの英語研修や海外研修を通じ
て、様々な視点やアイデアを濃密に学
ぶことができました。San Diegoでは、
多様なバックグラウンドの人が地域一
丸となって協力しイノベーションを目
指す様子が衝撃的でした。視野が広
がるのと同時に、自分の未熟さや今後
の課題も見えてきました。将来日本か
ら世界を変えていくために、臨床にも
研究にも精力的に取り組み、橋渡しを
してイノベーションを起こせる人材に
なれるよう精進していきます。
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基礎と臨床の間から
トランスレーショナルリサーチについ
て実際に見学したいという思いから
CIPTプログラムに参加しました。事前
研修として、大学院生など異なるバッ
クグラウンドの方々とディスカッショ
ンや英語プレゼンを行えることも本プ
ログラムの魅力と感じております。そし
てサンディエゴの研修ではトランス
レーショナルリサーチについて見識を
深めることができました。この貴重な
経験を糧に、基礎と臨床の橋渡しを担
える人材を目指して精進してまいります。
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世界で活躍できる医師を目指して
今回のイノベーション医学プログラム
に参加することで、今後の世界におい
てイノベーションを実現するためには、
保健の分野だけではなく、他分野の共
同協力が不可欠であることがわかった。
様々なバックグラウンドを持っている
学生が集まったこのプログラムに参加
したことは、自分の研究分野以外の研
究の世界を知るよい機会であった。今
後の医療に貢献できる人材になれる
ように努力していきたいと考えている。
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四期生（大学院）

飽くなき人体への探究心
人体メカニズムの解明とは「無限に続
く荒野」そのものである。まさに、私の
研究している免疫は多くの疾患に通じ
ているため、一つの視点からではその
本質を理解することが極めて難しい。
そこで、このCIPTでは自分と異なる分
野を学べるため、研究に対して多面的
アプローチを行う上で大いに役立つ。
CIPTで得た知識を元に、この「無限に
続く荒野」に一筋の光を見出し、先代
の築き上げてきたものをさらに飛躍さ
せ、次世代への橋渡しができればと強
く願っている。

遠
藤 

将
大

修
士
課
程
1
年

四期生（大学院）

CIPTの抱負
CIPTでは、医療に関わる様々な分野
の先生方の話を聞くことができます。
内容が最先端であるだけでなく、研究
を進めてきた先生方の視点やモチ
ベーションに触れることのできる貴重
な機会になることを楽しみにしていま
す。また、本プログラムでは医学部の
学生や他分野の修士学生とディス
カッションすることもできます。活発な
意見交換をし、お互いに有意義な時間
が過ごせるよう努めたいと思います。
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四期生（大学院）

他分野の研究から学べること
自分の研究室に閉じこもり、結果を出すこと
を目標として頑張っている時間も大切です
が、CIPTの授業では、他分野の研究を行って
いる人達や、医療の現場を目指して勉強して
いる医学生と交流することで、いままで見え
ていなかった観点からの考察や、他分野の
研究を参考にすることができることに気がつ
ける機会を得ることができたと思っています。
ただ授業を受けるだけでなく、自分たちがディ
スカッションしたいと考えたテーマについて、
他分野の研究者の方たちや医学生と意見
を交換し合いながらともに考え、自分たちな
りの考えをまとめることができるとても良い
時間だったと感じています。
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三期生（大学院）

CIPTの活動を通して変わったこと
私は、ゲノムやトランスクリプトームなどのあ
らゆる生体分子を用いて、正確な診断を確
立する研究に従事しています。学部時代は
情報学を専攻していたため、本学に入学し
た時は医学知識が乏しかったです。しかし、
本プログラムの科目では先端的な研究や
医療技術、実験手技について多領域の先
生や学生と意見交換したり、様 な々研究
機関等を見学できたため、幅広い分野の
医学研究を知り、更に科学的な視点も培
えました。本プログラムで得られた知識や
考え方を研究の立や考察に活かしている
ので、論文等の成果に残していきます。
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四期生（大学院）

CIPTの活動を通して
この一年間、CITPの一員として様々
な活動に参加してきました。トランス
レーショナルリサーチに関する講義
や、企業の方を招いたシンポジウムな
ど、学べる機会が多く、充実した一年
となりました。これらを生かすべく、研
究者としてのスタート地点である今、
幅広い視野と多くのバックグラウンド
をかね備えて、自らの研究に勤しむ人
間になりたいと感じています。また、
日々進化する科学に柔軟に対応でき
るような態勢で、自分たちに求められ
ることの一歩先を歩んでいきたいと強
く思っています。
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四期生（大学院）

CIPTへの活動への感謝と
将来について
私の考えるCIPTの最大の魅力は、多
様なバックグラウンドを持つ方々と多
岐にわたる医療の問題について話し
合えたことです。これから医師や研究
者はどうすれば良いのか、それには現
状どのような問題があり、どのような
解決策があるか、自分なりに考えると
ても良い機会でした。この活動を通じ
て、研究というアプローチに限らず広
く医療の抱える様々な問題を解決し
たいと思うようになりました。広い視
野を与えてくださったこの活動に感謝
いたします。
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『イノベーション治療学実習（海外研修）
～スイス　ジュネーブ～』
平成29年９月24日（月）～同年９月29日（金）にスイス 
ジュネーブにおいて海外研修を実施し、２名が参加しま
した。「世界保健機関」「グローバルファンド（世界エイズ・
結核・マラリア対策基金）」「国際赤十字赤新月社連盟」、
「国際労働機関」「在ジュネーブ国際機関日本政府代表
部」「国際連合ジュネーブ事務局」の６機関を訪問し、国
際的に医療イノベーションを起こすことの難しさを学ぶ
と同時に、新たな目標の設定や自身のキャリアなどを再
確認することができました。

『英語プレゼン・ディベート』
英語プレゼン・ディベート中級・初級は、平成29年７月20日（木）～７月31日
（月）に全８回開講され、大学院三、四期生、医学部三期生が受講しました。
英語のネイティブの専門家から少人数制で英語によるプレゼンテーション
法を学び、講義後には学生主体の英語のディベートが行われ、学生同士の
交流が図られました。

『イノベーション治療学実習（海外研修）
～アメリカ　サンディエゴ～』
平成29年８月28日（月）～同年９月２日（土）にアメリカ合衆
国カリフォルニア州サンディエゴにおいて海外研修を実施
し、10名が参加しました。「Kyowa Kirin Pharmaceutical 
Research, Inc.」「Tanabe Research Laboratories U.S.A., 
Inc.」「Ajinomoto Althea, Inc.」「Bio Legend」の４社と研究
所を訪問し、新薬開発などのイノベーションの国際的現場を
体験しました。

　千葉大学医学部の100年以上にわたる臨床医学推進の歴史。その伝統をもとに「治療学イノベーション」の視点で医学部から大

学院までの一貫的教育システムを導入し、先見性と柔軟性、幅広い視点を有し、将来の医療イノベーションを担う人材の輩出を目的

とする人材養成プログラムです。

　医学部３年生全員がイノベーション医学教育を受け、４年～５年生の間にイノベーション基礎力をつけるためのゼミや実習に参

加できます。医学部生と修士課程、博士課程の大学院生がともにゼミと実習に参加し、異なるバックグラウンドを持つ学生同士が

切磋琢磨し合うことで知的融合の素地ができ、能力発展の基礎作りを目指します。さらに博士課程では、医学・薬学・工学部の先

進的教員をはじめ、製薬企業や政府機関・海外の開発研究機関の客員教授も参画する特別演習・実習が行われます。

治療学CHIBAイノベーション人材養成プログラムとは？

『新入生ガイダンスの開催』
新たに選抜された、CIPT大学院四期生・医学部三期生へ向けたガイダ
ンスが平成29年４月13日（木）に開催され、新入生、大学院一期生～三
期生及び関係教職員が参加しました。
開会の挨拶後、合格通知書の交付、自己紹介、CIPT教員紹介、コース
ワーク説明、在籍生による各種研修の発表が行われました。さらに、今
後の活動についての打合せを在籍生と新入生で行うなど、プログラム参
加の第一歩となりました。

　平成29年12月１日（金）に医学部ゐのはな同窓会館にてシンポジウムを開催いたしました。企業からの客員教員３名と医学薬

学府の教員による講演を行い、学生や教職員が多数出席いたしました。

　プログラム学部生が司会を担当し、「未来医療研究人材養成拠点形成事業」の補助事業最終年度の区切としての有意義なシ

ンポジウムとなりました。

「治療学CHIBA 産学連携イノベーションシンポジウム」の開催

～写真で見るCIPT～

Meiji Seikaファルマ株式会社　味戸慶一先生の講演

中山俊憲医学研究院長の開会挨拶
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